












































































































言及には安部 テクストに殊更に 〈普遍性〉 を求
めようとする志向性が強く認められるが、















が不十分であることがわかった。そのため、本研究ではい 一つの目標として年譜的事実を可能な限り解明することを目指し、その時期の安部と直接、乃至は間接的に かわりを持った延べ九〇人を超え 近親者
（血縁者・地縁者・友人知己等）
の協力を得て、約六年にわ

















（ 「 〈大衆〉との邂逅―劇界進出から『砂の女』まで」 ）
についてであるが、とりわ
け一九五〇年代の安部の演劇作品


























































































































































































































































































































































































































進出直後の半年間に三つの戯曲を立て続けに上演するこ ができ 、 その背景を論証 。劇界進出直後の彼の突出した活発さは、 創作劇を
待望する当時の新劇界の気運を遠因とし、





















































本論は『砂の女』の先行論で暗黙裡に自明視されてきた観のある男 淋病の完治と結末部の女の帰還に対して疑問を呈し 逆に男の淋病の不完治 女の淋病感染、その結果としの子宮外妊娠による の不可避の死を前提 、新たな読みを提示す 試みである。そうした前提条件 変更 より、特 近年 先行論で記述自体の〈欠陥〉が指摘されてきた 末部に対し、 〈欠陥〉を前提としない
、、、
読みの可能性を提示することを目的とする。その結果、
本作が、肉体に躓き、肉体からの逃走を図った男が、肉体 側からの復讐を受け、最終的に肉体との和解に至る物語であるとの結論を得た。
 
 
